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E
党
の
た
め
の
手
引
-
1
.
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院
政
期
文
学
の
研
究
史
と
展
望
(
昭
和
5
0
年
以
降
)

説
話
文
学

竹
村
信
治

整
然
と
し
た
編
成
と
序
抜
、
捻
日
銀
を
整
え
、
更
に
〝
宝
宴
の
儀
〃
を
催
す

こ
と
で
、
説
話
及
び
説
話
集
の
ジ
ャ
ン
ル
性
の
認
知
を
主
張
し
た
古
今
著
聞
袋

は
、
自
ら
の
先
投
を
、
「
宇
塀
亜
相
巧
語
之
遺
顆
、
江
家
都
督
清
談
之
余
波
」
と

し
て
、
院
政
期
の
作
品
で
あ
る
宇
治
大
納
言
物
語
、
江
談
抄
に
求
め
て
い
る
。

院
政
期
は
、
説
話
が
語
ら
れ
、
記
録
さ
れ
、
敷
成
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な

営
み
に
意
義
が
認
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
宇
治
大
納
言
物
語
と
の
関
係
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
梅
沢
本
説
話
集
・
世
継
物
語
、
江
談
抄
と
同
じ
言
談
の
場

(
拝
承
の
鼻
)
の
筆
録
文
献
で
あ
る
富
家
語
・
中
外
抄
、
法
会
説
経
の
場
に
か

か
わ
る
首
座
法
談
開
書
・
打
開
免
・
金
沢
文
岸
本
仏
教
説
話
集
、
整
然
と
し
た

仏
教
類
書
の
成
立
を
窺
わ
せ
る
金
言
類
崇
抄
、
そ
し
て
今
昔
物
語
共
、
注
好

還
、
唐
物
語
、
宝
物
柴
と
い
っ
た
諸
作
品
、
ま
た
、
神
仙
伝
(
本
朝
神
仙
伝
)
、

往
生
伝
(
続
本
朝
・
拾
遺
・
後
拾
遺
・
三
外
・
本
朝
新
修
・
高
野
山
)
、
験
記

(
挟
要
法
華
験
記
・
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
)
類
や
説
話
絵
巻
へ
侶
景
山
縁
起
絵
巻
・

伴
大
納
言
絵
詞
)
、
そ
の
ほ
か
説
話
を
ふ
ん
だ
ん
に
引
く
歴
史
物
語
(
大
鏡
・

今
鏡
)
、
史
書
(
扶
桑
略
記
・
本
朝
世
紀
)
、
歌
学
書
(
俊
顆
髄
脳
・
奥
義
抄
・

和
歌
童
蒙
抄
・
袋
草
紙
・
抽
中
抄
)
、
注
釈
書
(
朗
詠
私
注
・
古
今
集
注
な
ど
)

類
、
或
は
伝
記
(
弘
法
大
師
行
状
記
・
高
野
大
師
御
広
伝
・
上
官
聖
徳
太
子
補

間
記
)
、
古
縁
起
、
巡
礼
記
(
七
大
寺
日
記
・
七
大
寺
巡
礼
私
記
)
の
類
。
こ
れ

ら
は
、
そ
の
「
説
話
の
時
代
」
た
る
院
政
期
の
様
態
を
、
よ
く
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
院
政
期
は
説
話
に
関
連
す
る
諸
文
芸
が
産
み
落
と
さ

れ
た
時
代
と
し
て
あ
る
が
、
し
か
し
か
よ
う
に
し
て
残
さ
れ
た
諸
文
芸
の
い
ち

い
ち
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
長
い
研
究
史
や
多
く
の
研
究
成

果
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
が
、
今
昔
物
語

集
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
発
心
免
と
い
っ
た
説
話
文
芸
の
主
要
作
品
を
対
象
と

し
、
出
典
論
・
伝
承
論
を
軸
に
進
ん
だ
研
究
史
の
な
か
で
、
主
要
説
話
集
作
品

の
外
的
成
立
事
情
、
説
話
受
容
態
度
、
或
は
所
収
説
話
の
個
別
的
な
伝
承
系
統

な
ど
を
説
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
発
掘
、
再
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
事
情
に
、
お
そ
ら
く
は
よ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
比
較
文
献
と
し
て
の
資
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料
性
の
吟
味
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
作
品
や
所
収
説
話
の
個
別
的
な

文
芸
性
評
価
に
検
討
が
及
ぶ
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
如
上
の
諸
文
芸
を
等
し
く
取
り
上
げ
て
、
表
現
を

め
ぐ
る
文
学
研
究
の
主
題
を
明
碇
に
意
識
し
、
い
ち
い
ち
の
文
芸
的
達
成
を
と

い
つ
つ
、
院
政
期
の
説
話
文
芸
の
総
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
研
究
は
、

今
後
の
考
察
に
ま
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
点
、
ま
ず
確
認
し
て
お

い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

*

も
っ
と
も
、
発
掘
、
再
発
見
と
い
う
点
で
は
、
説
話
文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
自
体

が
、
そ
の
よ
う
な
研
究
史
の
歩
み
を
歩
ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
「
平
安
朝
中
流
以
下
の
風
俗
習
慣
さ
て
は
そ
の
間
に
行
は
れ
し
伝
説
迷
信

な
ど
を
知
る
べ
き
も
の
」
(
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
史
講
話
』
、
明
4
1
)
の
文
言

に
示
さ
れ
る
位
置
付
け
、
民
話
・
伝
説
の
文
学
的
意
義
を
評
価
し
て
の
「
世
界

文
学
の
珍
宝
」
と
の
見
解
(
芳
賀
矢
一
『
致
証
今
昔
物
語
集
』
、
大
2
)
、
「
庶

民
文
学
、
地
方
文
学
、
男
子
文
学
の
新
潮
流
を
盛
り
た
る
点
」
の
賛
美
(
坂
井

衡
平
『
今
昔
物
語
先
の
新
研
究
』
、
大
望
、
「
作
者
の
写
生
的
手
腕
に
負
う
」

「
F
u
t
a
-
i
t
y
(
野
性
)
の
美
し
さ
」
の
称
揚
(
芥
川
竜
之
介
「
今
昔
物
語
監
督
」

『
日
本
文
学
講
座
』
6
、
昭
2
)
、
そ
し
て
故
後
の
歴
史
社
会
学
派
に
よ
る
「
中

世
文
学
の
先
駆
」
と
の
認
定
。
こ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
今
昔
物
語
集
の
文
学
史

的
評
価
に
か
か
わ
る
も
の
だ
が
、
主
要
作
品
を
中
心
に
考
察
が
重
ね
ら
れ
た
説

話
の
研
究
史
に
あ
っ
て
、
説
話
一
般
に
も
及
ん
だ
評
価
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
判
断
は
、
い
ず
れ
も
王
朝
文
芸
或
は
そ
こ
に
措
か
れ

る
世
界
と
の
異
質
性
へ
の
注
目
か
ら
出
発
し
、
こ
の
異
質
性
を
様
々
な
視
点
か

ら
説
明
し
ょ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
い
か
に
も
研
究
惜

況
を
反
映
し
っ
つ
与
え
ら
れ
た
価
値
と
の
印
象
が
強
い
。
河
内
山
清
彦
「
今
昔

物
語
集
成
立
論
の
一
視
点
-
歌
集
と
の
関
連
を
軸
と
し
て
ー
」
　
(
国
語
と
国
文

学
、
昭
4
2
・
1
0
)
の
指
摘
す
る
「
王
朝
の
残
響
」
説
、
編
述
主
体
を
「
旧
体
制

の
担
手
」
と
認
め
て
作
品
生
成
の
必
然
を
と
く
義
江
彰
夫
「
歴
史
学
か
ら
見
た

『
今
昔
物
語
集
』
」
(
鑑
賞
日
本
の
古
典
8
『
今
昔
物
語
集
・
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟

集
』
、
昭
5
5
)
を
得
た
今
日
、
「
異
質
性
」
　
へ
の
注
目
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
説
話
文
芸
の
研
究
は
新
た
な
価
値
を
与
え
つ
つ

再
評
価
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
歩
み
の
背
景
に
、
説
話
作

品
に
対
す
る
文
学
と
し
て
の
認
定
が
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
っ
た
摸
索
の
営

み
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
銘
記
さ
れ
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
評
価
の
変
遷
は
、

認
定
の
試
み
に
用
い
ら
れ
た
視
点
の
軌
跡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

模
索
の
営
み
は
、
そ
れ
故
に
、
一
方
で
、
平
安
朝
文
芸
と
の
問
の
異
質
性
へ
の

注
目
に
基
づ
く
相
対
的
評
価
か
ら
自
立
し
た
、
説
話
作
品
に
固
有
の
文
学
方
法

の
探
究
を
め
ざ
す
研
究
を
も
導
い
て
い
た
。

文
学
以
前
の
も
の
で
あ
る
「
説
話
」
が
文
学
と
な
る
契
機
と
し
て
「
説
話
的

発
想
」
　
(
庶
民
的
平
俗
性
)
を
説
く
西
尾
光
一
氏
(
「
今
昔
物
語
先
に
お
け
る

説
話
的
発
想
」
文
学
、
昭
2
3
)
、
「
口
承
の
文
学
で
あ
る
説
話
と
文
字
の
文
学

と
の
出
会
い
」
の
内
に
、
「
人
間
を
そ
の
全
体
的
構
造
に
お
い
て
拇
心
の
対
象

と
し
つ
づ
け
て
き
た
文
字
の
文
学
」
が
「
説
話
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
自
己
の
要

求
に
か
な
う
も
の
を
き
び
し
く
選
び
取
り
、
そ
れ
に
文
字
の
文
学
の
方
法
で
立

ち
向
か
う
」
営
み
を
認
め
、
そ
こ
に
説
話
集
が
文
学
性
を
托
持
す
る
契
段
を
見

定
め
よ
う
と
す
る
益
田
勝
実
氏
(
『
説
話
文
学
と
絵
巻
』
、
昭
3
5
)
の
見
解
は
、

そ
の
自
覚
的
な
研
究
史
の
先
駆
を
な
す
。
前
者
は
「
説
話
的
発
想
」
の
規
定
が
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や
や
平
板
で
、
「
文
学
」
性
の
判
定
が
主
観
的
評
価
に
基
づ
く
こ
と
も
あ
っ

て
以
後
の
研
究
の
受
け
継
ぐ
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
説
話
文
学
の
文
芸

蛙
が
累
材
や
表
現
の
現
象
的
分
析
だ
け
で
は
解
明
で
き
な
い
と
の
指
摘
は
、
今

日
の
基
本
的
了
解
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
そ
の
後
、
今
昔
物

語
魚
に
お
け
る
害
承
性
や
仮
名
表
記
文
政
へ
の
依
抱
の
荘
認
(
今
野
達
「
今
昔

物
語
集
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
」
解
釈
と
鑑
賞
、
昭
3
8
・
1
、
山
口
任
紀
「
今

昔
物
語
先
の
形
成
と
文
体
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
4
3
・
8
、
森
正
人
「
大
唐

西
域
記
と
今
昔
物
語
袋
の
問
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
5
0
・
1
2
)
、
或
は
依
拠
資

料
と
の
相
即
と
謁
忠
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
る
表
現
叙
述
の
枝
態
を
「
翻
訳
」
と

見
て
今
昔
物
語
柴
の
「
独
自
の
方
法
」
を
探
る
山
根
対
助
(
「
大
日
本
法
華
験

記
の
今
昔
的
屈
折
(
上
)
」
国
語
国
文
研
究
、
昭
3
4
・
1
0
)
、
本
田
義
意
(
「
今

昔
物
語
集
仏
伝
に
お
け
る
大
般
捏
奥
経
所
引
部
に
つ
い
て
」
甲
南
大
学
文
学
会

論
集
、
昭
4
1
・
1
2
、
「
今
昔
物
語
集
仏
伝
資
料
に
関
す
る
覚
書
」
　
『
仏
教
文
学

研
究
』
9
、
昭
4
5
、
な
ど
)
両
氏
の
問
題
意
識
、
「
翻
訳
」
の
間
に
表
現
主
体

の
人
間
観
や
思
考
様
式
と
依
拠
資
料
と
の
動
的
な
関
係
を
析
出
す
る
池
上
洵
一

氏
(
「
今
昔
物
語
集
の
説
話
受
容
態
度
-
そ
の
基
礎
的
覚
え
書
き
1
」
法
文
論

叢
、
昭
4
1
・
1
2
、
「
今
昔
物
語
柴
の
方
法
1
原
話
と
『
今
昔
』
と
を
わ
け
る
も

の
1
」
『
日
本
の
説
話
-
古
代
2
-
』
、
昭
4
8
、
な
ど
)
に
よ
る
「
書
く
営
み
」

へ
の
注
視
な
ど
を
待
て
読
み
替
え
ら
れ
、
今
日
で
は
、
依
拠
資
料
と
説
話
集
と

に
お
け
る
「
文
字
と
文
字
と
の
出
会
い
」
、
依
拠
資
料
に
対
す
る
桐
述
主
体
の

言
語
表
現
に
よ
る
解
釈
、
認
識
北
、
秩
序
化
(
小
峯
和
明
氏
の
翻
訳
論
、
森
正

人
氏
の
言
語
行
為
論
)
の
問
題
と
し
て
、
継
承
深
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

小
峯
(
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
昭
6
0
)
、
森
(
『
今
昔
物
語
共
の
生

成
』
昭
6
1
)
両
氏
の
方
法
は
、
形
成
過
程
お
け
る
編
述
主
体
の
動
的
な
表
現
行

為
を
、
編
纂
へ
の
視
点
を
そ
な
え
つ
つ
解
析
し
、
こ
れ
を
通
し
て
作
品
を
読
み

解
こ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
編
誌
へ
の
注
目
も
、
説
話
作
品
に
国
有
の
文

学
方
法
の
探
究
を
め
ざ
す
研
究
が
も
た
ら
し
た
視
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
議
論

は
、
国
東
文
麿
氏
の
『
今
昔
物
語
集
成
立
考
』
　
(
昭
3
7
、
増
補
版
-
昭
5
3
)
に

始
ま
り
、
説
話
配
列
の
様
式
の
抽
出
と
組
織
表
の
提
示
を
こ
こ
に
得
て
、
説
話

作
品
は
(
集
)
と
し
て
の
在
り
方
が
問
わ
れ
、
作
品
研
究
は
全
体
性
を
指
向
す

る
に
い
た
る
。
小
峯
、
森
の
両
氏
は
、
配
列
と
組
織
と
の
関
係
性
に
有
効
な
説

明
を
与
え
得
な
か
っ
た
国
東
説
を
批
判
的
に
継
承
し
て
、
説
話
叙
述
、
配
列
、

巻
編
成
の
相
関
の
分
析
の
内
に
、
作
品
の
表
現
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

上
は
、
説
話
文
芸
の
研
究
を
領
増
し
て
き
た
今
昔
研
究
史
の
、
文
字
通
り
私

的
な
粗
描
だ
が
、
こ
う
し
て
、
そ
れ
は
、
説
話
作
品
に
固
有
の
文
学
方
法
を
追
及

す
る
な
か
で
そ
の
文
芸
性
を
見
定
め
て
行
こ
う
と
し
た
歩
み
を
伝
え
る
。
そ
し

て
、
研
究
の
現
在
が
、
翻
訳
論
の
か
た
ち
を
と
る
表
現
論
、
或
は
こ
れ
を
絡
め
て

説
話
(
桒
)
と
し
て
の
作
品
表
現
を
問
う
方
向
に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

*

表
現
論
が
翻
訳
論
の
形
を
と
り
、
作
品
論
が
、
翻
訳
論
を
絡
め
取
り
な
が
ら

(
桒
)
と
し
て
形
成
さ
れ
る
作
品
叙
述
を
読
み
解
く
と
こ
ろ
に
目
指
さ
れ
て
い

る
の
は
、
伝
承
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
説
話
、
そ
れ
ら
の
集
積
と
し
て
あ
る

作
品
の
形
態
と
い
っ
た
、
対
象
の
特
性
が
選
び
と
ら
せ
た
方
法
の
必
然
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
現
在
が
、
説
話
文
芸
に
固
有
の
文
学
方
法
を

解
明
し
ょ
う
と
し
た
研
究
史
の
は
じ
め
に
、
「
説
話
と
説
話
文
学
」
と
の
対
立

的
な
問
題
設
定
を
行
い
、
そ
の
「
説
話
文
学
」
を
説
話
集
作
品
に
認
め
る
前
提

を
立
て
た
と
こ
ろ
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
説
話
集
研
究
を
尖
鋭
化
さ
せ
、
主
要
作
品
の
作
品
論
を
可
能
に
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さ
せ
た
が
、
一
方
で
説
話
一
般
の
文
芸
性
へ
の
問
い
掛
け
を
置
き
去
り
に
さ
せ

て
き
た
と
観
察
さ
れ
る
。
依
拠
資
料
か
ら
の
「
翻
訳
」
の
営
み
を
説
話
集
作
品

の
形
成
の
議
論
に
収
束
さ
せ
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
収
束
さ
せ
え
な
い
側
面
を

矛
盾
と
と
ら
え
さ
せ
、
「
翻
訳
」
に
よ
る
語
り
の
豊
か
な
達
成
を
一
面
化
す

る
。
矛
盾
を
形
成
の
動
因
と
す
る
の
は
言
葉
の
あ
や
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、

(
集
)
と
し
て
の
作
品
表
現
に
背
馳
し
て
「
矛
盾
」
を
抱
え
込
み
な
が
ら
も
語

り
の
形
成
に
向
か
う
説
話
の
様
態
を
、
説
話
の
文
芸
膣
へ
の
問
い
掛
け
に
即
し

て
見
定
め
る
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
説
話
集
の
作
品
表
現
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
を
際
立
っ
た
徴
表
の
抽
出
か
ら
の
済
繹
法
に
よ
っ
て
一
元
化
し

て
と
ら
え
、
そ
の
検
証
に
矛
盾
を
指
摘
し
た
り
、
内
的
不
成
立
を
説
く
の
で
は

な
く
、
説
話
の
柴
積
を
と
お
し
て
成
立
す
る
説
話
怨
作
品
の
表
現
性
が
、
い
か

な
る
文
芸
観
、
文
学
方
法
に
さ
さ
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
よ
う
を
指
向
す

る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
か
と
い
う
課
題
に
答
え
つ
つ
、
作
品
表
現
に
お
け
る
徴

表
の
意
味
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
院
政
期
文
学
と
し
て
の
説
話
文
芸
の

検
討
　
-
。
そ
れ
は
、
主
要
説
話
柴
作
品
の
文
芸
性
を
問
い
続
け
て
や
や
硬
直

し
た
研
究
の
現
在
を
相
対
化
し
、
説
話
と
説
話
集
の
文
芸
と
し
て
の
成
立
の
根

源
を
た
ず
ね
て
そ
の
表
現
性
の
在
り
方
を
見
極
め
、
新
た
な
研
究
の
地
平
を
き

り
拓
く
試
み
に
は
か
な
ら
な
い
。

*

説
話
文
芸
に
固
有
の
文
学
方
法
を
求
め
て
、
説
話
が
説
話
文
学
と
な
る
契
機

を
「
口
承
の
文
学
で
あ
る
説
話
と
文
字
の
文
学
と
の
出
会
い
」
に
見
出
し
た
益

田
勝
実
氏
は
、
し
か
し
説
話
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
固
有
の
文
学
方
法
を
認
め

て
い
た
(
同
上
書
)
。
「
簡
潔
な
行
動
本
位
の
描
写
」
　
「
話
の
筋
の
洗
練
さ
れ

た
展
開
」
　
「
そ
の
伝
承
圏
に
屈
す
る
人
々
の
共
通
の
知
識
や
関
心
に
支
え
ら
れ

て
い
る
面
」
と
い
っ
た
指
摘
が
そ
れ
で
、
説
話
文
学
は
、
「
文
字
と
い
う
よ
り

公
的
な
も
の
を
通
し
て
、
人
々
の
生
活
と
密
羞
敵
合
し
て
し
ま
っ
て
い
る
話
の

基
盤
と
話
を
一
応
切
り
離
し
、
そ
こ
に
独
自
な
独
立
し
た
話
の
文
学
の
世
界
を

築
こ
う
と
す
る
」
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
説
話
を
共
同
体
の
文
芸
、

説
話
文
学
を
非
共
同
体
的
な
或
は
共
同
体
を
超
え
た
社
会
的
な
文
芸
と
す
る
図

式
が
見
え
て
い
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
図
式
は
、
院
政
期
の
説
話
情
況
の
実

際
と
は
や
や
ず
れ
て
い
る
。
院
政
期
が
「
貪
焚
な
知
識
欲
と
そ
の
集
積
の
流
行

し
た
時
代
で
あ
っ
た
」
と
の
見
解
(
大
隅
和
雄
「
古
代
末
期
に
お
け
る
価
値
観

の
変
動
」
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
、
昭
4
3
・
2
)
や
、
俊
顛
髄
脳
な
ど
の
歌

学
書
に
仏
典
に
見
ら
れ
る
話
題
や
中
国
故
事
が
注
釈
と
し
て
引
か
れ
た
り
、
そ

れ
ら
を
詠
作
上
の
源
泉
と
し
て
い
る
事
実
(
小
峯
和
明
「
『
俊
昭
髄
脳
』
月
の

ね
ず
み
考
」
中
世
文
学
研
究
、
昭
5
5
・
8
、
同
「
『
俊
頼
髄
脳
』
と
中
国
故
事
」

中
世
文
学
研
究
、
昭
5
7
・
8
)
、
ま
た
、
法
会
、
歌
会
、
拝
承
の
場
で
き
か
ん

に
説
話
が
語
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
囲
書
、
記
録
、
注
釈
書
記
事
の
存
在
。
こ

れ
ら
は
、
説
話
が
「
固
有
の
棲
息
田
」
を
抜
け
出
て
共
同
体
の
エ
リ
ア
を
拡
大

し
、
社
会
化
し
て
い
っ
た
様
相
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
は
人
々
の
知
識
に
組
み
込
ま
れ
、
い
わ
ば
知
の
共
同
体
に
や
が

て
再
生
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
院
政
期
の
説
話
作
品
は
、
こ
の
知
の
共
同

体
へ
の
再
生
の
過
程
に
、
或
は
再
生
の
実
現
を
背
黒
に
語
ら
れ
た
も
の
と
し
て

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

さ
て
、
院
政
期
の
説
話
情
況
を
こ
の
よ
う
に
窺
う
と
き
、
そ
こ
に
再
生
さ
れ

る
説
話
は
、
生
成
さ
れ
た
折
に
担
っ
て
い
た
意
味
を
後
退
さ
せ
、
人
々
の
「
読

み
」
の
営
み
の
前
に
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
院
政
期

歌
学
に
お
け
る
本
説
創
造
の
営
み
に
、
既
成
の
伝
承
を
付
会
す
る
場
合
が
指
揖
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さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
よ
く
説
明
す
る
(
小
川
皇
生
「
『
俊

頼
髄
脳
』
の
歌
語
と
説
話
1
(
異
名
)
か
ら
の
接
近
-
」
日
本
文
学
、
昭
6
1
・

1
0
、
同
「
院
政
期
の
歌
学
と
本
説
-
『
俊
顛
能
脳
』
を
起
点
に
ー
」
日
本
文

学
、
昭
6
2
・
2
)
。
「
読
み
」
へ
の
解
放
が
多
様
な
意
味
を
発
見
さ
せ
、
付
会

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
は
、
人
々
の
「
読
み
」
　
へ
の
意

欲
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
院
政
期
に
お
け
る
注
釈
の
成
立
に
つ
い
て
、
そ
の

因
を
平
安
朝
文
学
と
の
「
読
み
」
の
断
絶
に
求
め
る
見
方
が
一
般
的
だ
が
、
こ

れ
は
、
去
返
せ
ば
、
あ
ら
た
な
「
読
み
」
を
開
拓
す
る
営
み
の
あ
ら
わ
れ
と
も

み
な
せ
よ
う
。
森
正
人
「
打
開
幾
本
文
の
成
立
」
　
(
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論

集
、
昭
5
7
・
2
)
は
、
打
開
袋
に
認
め
ら
れ
る
誤
写
か
ら
形
成
さ
れ
た
説
話
の

語
り
を
、
「
書
写
者
の
読
み
」
を
介
し
た
「
い
ま
一
つ
の
創
造
行
為
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
読
み
」
へ
の
意
欲
は
そ
の
ま
ま
表
現
へ
の
意
欲
に

つ
ら
な
っ
て
い
た
。
小
塙
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
な
、
院
政
期
に
お
け
る
説
話
関

連
諸
作
品
の
輩
出
は
、
こ
の
「
読
み
」
の
解
放
を
背
景
と
す
る
表
現
の
解
放
が

も
た
ら
し
た
様
態
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
、
院
政
期
は
「
読
み
」
の
時
代
で
あ
る
。
説
話
の
文
芸
性
は
、
こ

の
説
話
情
況
を
踏
ま
え
て
議
論
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
伝
承
論
、
受
容
論

を
踏
ま
え
た
「
翻
訳
」
論
は
、
こ
の
「
読
み
」
の
時
代
の
「
培
え
替
え
」
の
営

み
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
、
益
田
氏
の
「
す
で
に
あ
る
文
学
の
方
法
で
貫
か

れ
て
い
る
伝
承
と
し
て
の
現
実
的
存
在
に
、
自
己
を
対
置
さ
せ
て
行
う
文
字
に

よ
る
文
学
創
造
」
　
(
同
上
書
)
と
い
っ
た
見
方
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
説
話
が
そ
の
よ
う
な
「
読
み
替
え
」
を
重
層
さ
せ
て
現
前
す
る
構
造
体
で

あ
る
以
上
、
説
話
集
作
品
に
採
録
さ
れ
る
際
の
一
回
的
な
「
読
み
替
え
」
を
探

り
当
て
て
作
品
論
へ
の
収
束
を
急
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
重
屈
す
る
「
読
み
」
と

表
現
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
そ
の
累
眉
的
な
全
体
に
説
話
の
表
現
性
を
求
め
る
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
表
現
性
へ
の
問
い
掛
け
こ
そ
が
、

(
免
)
と
し
て
の
作
品
表
現
に
背
馳
し
て
「
矛
盾
」
が
指
摘
さ
れ
る
説
話
の
語

り
を
よ
く
説
明
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
な
視
点
に
た
つ
論
考
と
し
て

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
五
七
話
の
形
成
-
説
話
形
成
論
の
試
み
-
」

(
説
話
・
伝
承
学
会
編
『
説
話
と
思
想
・
社
会
』
昭
6
2
)
が
あ
る
が
、
院
政
期

の
説
話
文
芸
に
つ
い
て
も
、
池
上
洵
一
氏
の
、
重
層
的
な
構
造
体
と
し
て
の
説

話
の
各
層
を
一
枚
一
枚
は
が
し
て
深
層
に
も
せ
ま
る
手
法
に
多
く
を
学
び
(
『
今

昔
物
語
巣
の
世
界
-
中
世
の
あ
け
ぼ
の
-
』
昭
5
8
、
「
藤
原
山
蔭
説
話
の
構
造

と
伝
流
」
『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
4
昭
6
2
、
な
ど
)
、
そ
れ
を
説
話
の
累
屑
的

な
表
現
性
の
解
明
に
生
か
し
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

院
政
期
を
「
読
み
」
の
時
代
と
し
て
認
定
し
、
説
話
が
様
々
な
「
読
み
」
の

試
み
を
経
て
知
の
共
同
体
に
再
生
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
す

れ
ば
、
説
話
の
文
芸
性
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
共
同
体
に
支
え
ら
れ
て

成
立
す
る
表
現
性
へ
の
課
題
も
、
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
す

で
に
、
益
田
氏
の
「
抄
録
の
文
芸
」
と
し
て
古
事
談
を
読
み
込
む
一
連
の
論
考

(
「
古
事
談
鑑
賞
」
解
釈
と
鑑
賞
、
昭
4
0
・
5
～
4
1
・
4
)
や
、
宇
治
拾
遺
物
語

に
お
け
る
説
話
配
列
の
連
な
り
を
説
明
し
ょ
う
と
す
る
議
論
(
三
木
紀
人
「
背

後
の
質
種
た
ち
ー
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
〇
話
と
そ
の
前
後
1
」
成
瑛
国
文
・
昭

4
9
・
2
、
小
田
素
子
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
説
話
配
列
に
つ
い
て
-
全
巻
に
わ
た
る

連
関
表
示
の
試
み
1
」
平
安
文
学
研
究
、
昭
5
7
・
6
、
な
ど
)
に
窺
え
る
視
点

で
、
そ
の
意
味
で
は
、
特
に
院
政
後
期
の
作
品
群
を
対
象
と
す
る
検
討
が
有
効

か
も
し
れ
な
い
。
今
鏡
で
の
話
題
の
語
り
方
(
美
福
門
院
碍
子
の
鳥
羽
院
入
内

の
経
緯
を
語
る
く
だ
り
と
源
氏
物
語
、
藤
原
忠
実
と
師
子
と
の
結
婚
の
話
題
と
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術
婆
伽
説
話
、
真
福
田
丸
説
話
と
の
相
関
、
な
ど
)
、
或
は
、
説
話
作
品
で
は

な
い
が
、
藤
原
隆
信
朝
臣
集
の
恋
部
所
収
歌
及
び
詞
書
に
見
る
伊
勢
物
語
諸
段

と
の
響
き
合
い
(
樋
口
芳
麻
呂
「
藤
原
隆
信
の
恋
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
5
0
・

2
)
な
ど
は
、
碇
か
に
知
の
共
同
体
を
基
盤
に
成
立
す
る
表
現
の
あ
り
よ
う
を

伝
え
て
い
る
。
近
年
の
唐
物
語
に
関
す
る
諸
論
は
こ
の
視
点
に
立
つ
貴
重
な
試

み
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
(
小
峯
和
明
「
唐
物
語
の
表
現
形
成
」
　
『
和
漢
比
較
文

学
叢
書
』
1
、
昭
6
2
、
同
「
唐
物
語
小
者
」
中
世
文
学
研
究
、
昭
6
1
・
8
、
増

田
欣
「
唐
物
語
の
世
界
-
謂
史
と
弄
玉
」
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
6
2
・
9
)
。

可
視
的
な
関
係
性
に
目
を
と
ど
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
話
型
論
、
モ
テ
ィ
ー
7

研
究
(
国
東
文
麿
「
説
話
モ
テ
ィ
フ
集
の
試
み
」
-
日
本
古
典
文
学
全
桒
『
今

昔
物
語
集
』
三
月
報
三
七
、
昭
4
9
・
7
-
に
研
究
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
)
、
昔
話
研
究
で
の
構
造
論
的
成
果
を
も
組
み
込
ん
で
視
点
を
拡
大
し
、
知

の
共
同
体
の
中
身
を
検
証
し
っ
つ
、
そ
こ
に
目
指
さ
れ
て
い
る
文
芸
的
興
趣
の

実
際
を
、
説
話
共
編
芸
の
方
法
と
し
て
で
は
な
く
、
説
話
の
表
現
性
の
問
題
と

し
て
正
し
く
と
ら
え
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
(
山
本
節
「
源
光
の

説
話
」
文
学
、
昭
5
8
・
2
4
な
ど
)
。

知
の
共
同
体
の
中
身
の
枚
証
が
、
院
政
期
の
思
想
(
宗
教
)
、
文
化
、
社
会

の
諸
情
況
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
(
そ
の
よ
う
な
視
野
を
そ
な
え
て
作
品
の
表
現
性
に
切
り
込
ん
だ
労
作

と
し
て
本
田
童
謡
氏
の
今
昔
物
語
集
「
解
説
」
1
日
本
古
典
集
成
『
今
昔
物
語

集
』
一
・
二
、
昭
5
3
、
5
4
-
が
あ
る
)
、
と
り
わ
け
、
説
話
が
実
際
に
用
い
ら

れ
、
語
ら
れ
た
事
例
の
検
討
は
、
何
よ
り
有
効
に
ち
が
い
な
い
。
和
歌
の
本

説
、
漢
詩
文
作
品
(
願
文
、
表
白
文
を
含
む
)
に
踏
ま
え
ら
れ
る
故
事
、
ま

た
、
江
談
抄
、
富
家
語
、
中
外
抄
な
ど
の
拝
承
の
場
の
筆
録
文
献
、
首
座
法
談

聞
古
と
い
っ
た
法
会
の
開
書
、
日
記
類
の
記
事
、
歌
学
雷
に
み
ら
れ
る
歌
会
等

で
の
論
義
雑
談
の
引
用
、
そ
し
て
注
釈
書
類
な
ど
、
ひ
ろ
く
諸
分
野
に
こ
れ
を

窺
う
資
料
を
も
と
め
、
そ
の
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
、
知
の
共
同
体
へ
の
説
話
の
再
生
情
況
を
伝
え
る
資

料
の
う
ち
、
言
談
の
場
の
記
録
は
、
さ
ら
に
、
説
話
の
語
り
の
分
析
や
説
話
集

に
お
け
る
話
題
の
連
な
り
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
頁
重
で
あ
る
。
そ
の
有
効

性
は
、
益
田
(
「
話
の
生
態
」
解
釈
と
鑑
賞
、
昭
3
4
・
6
、
「
貴
族
社
会
の
説
話

と
説
話
文
学
」
解
釈
と
鑑
賞
、
昭
4
0
・
2
な
ど
)
、
小
峯
(
「
江
談
抄
の
語
り
ー

言
談
の
文
芸
1
」
伝
承
文
学
研
究
、
昭
5
7
・
6
)
、
ま
た
池
上
(
「
話
題
の
連
関

1
『
中
外
抄
』
『
富
家
語
』
私
記
-
」
甲
南
国
文
、
昭
5
7
・
3
、
「
口
承
説
話
に

お
け
る
場
と
話
題
の
関
係
1
『
玉
葉
』
の
記
事
か
ら
-
」
語
文
、
昭
5
9
・
6
)

の
諸
氏
に
よ
っ
て
既
に
証
明
済
み
で
あ
り
、
か
よ
う
な
実
体
的
な
坊
の
校
態
の

分
析
を
と
お
し
て
、
「
物
語
の
場
」
た
る
説
話
桒
作
品
の
文
学
方
法
や
表
現
性
の

内
実
は
見
通
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
(
「
物
語
の
場
」
を
考
察
し
た
論
考
に
は

森
正
人
氏
の
「
掟
中
納
言
『
こ
の
つ
い
で
』
論
」
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
柴
、

昭
5
5
・
3
、
「
場
の
物
語
・
無
名
草
子
」
中
世
文
学
、
昭
5
7
・
1
0
が
あ
る
)
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
場
(
作
品
の
枠
組
み
)
の
規
制
を
受
け
な
が
ら
営
ま
れ
る

語
り
手
(
編
述
主
体
)
の
連
想
を
本
質
と
す
る
。
そ
し
て
、
閃
き
手
(
享
受
す

る
側
)
の
う
ち
に
成
立
す
る
、
連
想
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
話
題
相
互
の
、
累
屈

的
な
説
話
の
表
現
性
を
背
童
と
し
た
彗
き
合
い
、
読
み
替
え
合
い
、
或
は
共
有

さ
れ
る
知
識
を
媒
体
と
す
る
「
読
み
」
の
増
幅
運
動
を
内
容
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
見
方
に
立
つ
考
察
は
、
宇
治
拾
遺
物
語
を
中
心
に
い
く
つ
か
あ
る
が
(
西

尾
光
一
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
達
的
苗
文
学
」
清
泉
女
子
大
学
紀
要
、

昭
5
8
・
1
2
、
荒
木
浩
「
異
国
へ
渡
る
人
び
と
1
宇
治
拾
遺
物
語
論
序
説
-
」
国 13β



語
国
文
、
昭
6
1
・
1
、
小
峯
和
明
「
世
俗
説
話
柴
の
語
り
-
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

を
中
心
に
1
」
日
本
文
学
協
会
福
『
日
本
文
学
講
座
3
』
、
昭
6
2
、
な
ど
)
、
「
読

み
」
の
時
代
の
先
駆
け
を
な
す
院
政
期
の
説
話
文
芸
に
つ
い
て
も
、
研
究
者
主

仕
の
「
読
み
」
を
柏
と
し
て
、
試
み
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
(
土
方
洋
一
「
封

じ
ら
れ
た
寓
意
1
『
今
昔
』
世
俗
説
話
一
再
-
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
6
2
・
2
、

前
田
控
之
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
巻
玉
の
構
成
-
排
列
意
識
と
連
想
意
識
-
」

国
文
学
研
究
、
昭
6
2
・
6
は
、
そ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
試
行
と
み
な
さ
れ
る
)
。

*

説
話
文
芸
の
研
究
史
は
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
、
説
話
に
対
す
る
文
学
と
し

て
の
認
定
が
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
う
問
い
を
問
い
続
け
た
歩
み
と
し
て
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
文
学
以
前
の
地
盤
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
こ
れ
を

文
学
と
し
て
措
定
す
る
た
め
に
、
視
点
が
拡
大
さ
れ
深
め
ら
れ
、
方
法
が
開
拓

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
今
後
の
検
討
に
ま
つ
と
こ
ろ
の
大
き
い
院
政
期
説

話
文
芸
の
研
究
は
、
か
よ
う
の
根
源
的
な
問
い
掛
け
と
視
野
の
広
が
り
、
方
法

論
の
紋
戊
の
姿
勢
に
学
び
、
こ
れ
を
継
承
発
屈
さ
せ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
学
で
あ
る
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
分
析
の
視

点
を
拡
散
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
文
学
た
り
え
て
い
る
の
か

を
な
お
問
う
て
さ
ら
に
資
料
を
発
掘
、
再
発
見
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
生
成
の
背

後
に
あ
る
思
想
、
文
化
、
社
会
の
諸
情
況
に
視
野
を
広
げ
、
こ
れ
ら
と
深
く
か

か
わ
り
つ
つ
生
成
さ
れ
る
表
現
性
の
解
明
を
目
指
さ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

以
上
、
院
政
期
の
説
話
文
芸
に
関
す
る
研
究
情
況
と
今
後
の
課
題
を
略
述
し

た
が
、
粗
雑
な
情
況
把
握
と
偏
頗
な
問
題
意
識
は
、
重
要
な
研
究
史
的
問
題
を

理
解
さ
せ
ず
、
諸
先
学
の
貴
重
な
指
摘
を
由
解
さ
せ
、
見
落
と
さ
せ
て
い
る
こ

と
と
恩
う
。
大
方
の
御
宥
免
と
ビ
教
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
小
稿
の
欠
を
補
う
研
究
の
手
引
き
と
し
て
、
研
究
史
研
究
展
望
の
論

考
に
、
池
上
洵
一
「
今
昔
物
語
桒
・
古
本
説
話
集
・
打
開
桒
」
(
別
冊
国
文
学
・

日
本
古
典
文
学
研
究
必
携
、
昭
5
4
・
1
1
)
、
同
「
今
昔
物
語
袋
の
方
法
と
構
造
1

巻
二
五
八
兵
)
説
話
の
位
置
-
」
の
「
原
点
の
碇
認
」
節
(
日
本
文
学
協
会
編

『
H
本
文
学
講
座
2
』
、
昭
6
2
、
森
正
人
「
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
を
書
く
人
の
た
め

に
ー
今
昔
物
語
集
」
(
国
文
学
、
昭
5
9
・
7
)
、
同
「
日
本
の
説
話
・
説
話
集
研
究

の
混
迷
と
拡
散
の
な
か
か
ら
」
(
説
話
・
伝
承
学
会
編
『
説
話
と
思
想
・
社
会
』
、

昭
6
2
)
、
小
峯
和
明
「
今
昔
物
語
集
の
研
究
史
(
昭
和
三
〇
年
以
降
)
」
(
解
釈
と

鑑
賞
、
昭
5
9
・
9
)
、
同
「
説
話
文
学
研
究
の
三
十
年
」
(
中
世
文
学
会
編
『
中

世
文
学
研
究
の
三
十
年
』
、
昭
6
0
)
、
同
『
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
-
説

話
と
文
体
-
』
解
説
(
日
本
文
学
研
究
資
料
新
桒
6
、
昭
6
1
)
が
あ
り
、
文
献
日

録
に
、
林
雅
彦
飼
「
説
話
文
学
研
究
文
献
目
録
」
(
解
釈
と
鑑
賞
、
昭
5
9
・
9
)
、

大
村
誠
一
郎
「
今
昔
物
語
集
研
究
文
献
日
録
」
(
『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
4
、
昭

6
2
)
が
あ
る
。
あ
わ
せ
、
御
覧
頂
き
た
い
。
ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
の
今
昔
物

語
桒
研
究
及
び
説
話
文
学
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
小
峯
、
森
両
氏
の
著
書
(
上
掲
)

に
つ
い
て
の
書
評
が
、
今
成
元
昭
(
中
世
文
学
研
究
、
昭
6
1
・
8
)
、
前
田
雅
之

(
解
釈
と
鑑
賞
、
6
1
・
9
)
、
本
田
義
憲
(
国
文
学
研
究
、
昭
6
1
、
1
0
)
、
森
正
人

(
伝
承
文
学
研
究
、
昭
6
1
・
1
0
)
、
池
上
洵
一
(
日
本
文
学
、
昭
6
1
・
1
1
)
、
国

東
文
麿
・
他
「
早
稲
田
大
学
学
位
論
文
(
博
士
)
審
査
要
旨
」
　
(
早
稲
田
大
学

広
報
・
号
外
一
七
六
九
号
、
昭
6
2
・
7
)
　
(
以
上
、
小
峯
氏
著
書
)
、
小
峯
和

明
(
伝
承
文
学
研
究
、
昭
6
1
・
1
0
)
、
荒
木
浩
(
愛
知
県
立
大
学
説
林
、
昭
6
2

・
2
)
、
前
田
雅
之
(
国
語
と
国
文
学
、
昭
6
2
・
6
)
　
(
以
上
、
森
氏
著
書
)

の
諸
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
研
究
展
望
に
も
便
宜
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
付
記

し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
〔
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
　
福
岡
女
子
大
学
助
教
授
〕
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